
リズムあそびを通しての対人認知発達について
O 鈴鹿信子

(第 1保育短期大学)

障害児レクリエーション

l はじめに

これまで時間に閉ざされていた日常生活や地域社会での

隙脊児(者)のレクリエーションに、ょうやく光がさし込

んで来ている.

ジヱラルド.s .オモロウ(1)が原始時代から現代までの

レクリエーション活動の臆史を述べ、その中で18・19世紀

』こ人ゥて心身陣容者.精神病患者の治療としてのレクリエ

ーションサービスが提供され、それは病院・姥設 さらに

は刑務所などのいたるところで見られるようになった左述

べている.しかし、日常生活や地峻社会でのレクリエーシ

ヲンについては.ピーターー A.ウィッドωが『仕事の後

にその人を re-CI-eate(再創造}し、その人悶をも

う一度使えるような人聞にっくり臨す J r仕事以外のこ k

は、すべて仕事をより良くするための準備 j としてレクリ

エーションをとらえ、生産性の低い、和l潤をあまりあげら

れない人骨は、レクリエーションの対象外にあったこ kを

H<'丈て b、る。

また、ジェラルド S オモロウ(3)は『社会的に不利な

立幼の人々へのレクリエーションサービスは1960年代から

展開したが、まだ未解決の部分は多い J rすべての人々の

レクリエーション欲求は満たされなければならない.とい

うレクリヱーション初期の原点に立ち帰ろうとする一部の

レクリエーション専門家が出てきた Jと指摘している.

池間(4)が述べている r20111:紀に入って、やっと米国を中

心にレクリヱーション運動が組織化され、休系化された j

kあるレクリエーションの大きな涜れの中で、社会的に不

相!な立坊の人々へのレクリエーションサーヒスは、やっと

動き始めたばかりである.

[J木においても 1987年、第 1回全国福祉レクリエーショ

ン交流研究会が福岡にて、第 2岡は新潟にて開催され、第

3聞は 1989年東京にて開催の予定である.家庭・学校・施

設，地域社会などの福祉領践でレクリエーション活動をし

ている人たち、またしようとしている人たちが、自分たち

の戸として研究会をもち、情報を提供しあい、課題を共有

し喰ねあう事により研究開発実践に取り組んでいこうとす

み研究会である.これはレジャー憲章(5)第 1条『人はすべ

てレジャーに対 4る権利を有する lまた土井(6)の『障害者

も健常缶も社会にあるすべてのものは、臼 rbに・共4こ楽し

むことができる j などの珂念に一歩近づこうとする地道な

動きであるといえる.

しかしながら現時点では日常生活の中での自由時間を楽

しく 型かに過ごしたいという障害児レクリコーションを

実現させる場所 スタッフーボランティアその他に、未解

決な問題が多く、さらにその自由時間を質の高いものに守

るための方法は、まだ手探りの段階である.

大島賀代子

(福岡市レクリエーション協会)

そこで木研究では、障害児レクリエーション教窒(つく

しんぼ教室)で行っている活動のうち、リズムあそびを中

心に子どもたちの行動変化を調査した。(昭和60年から障

害児の放課後の時間の過ごし方についてを研究実践してい

る教室である}鋭子の関わり方の変化、リーダーや友だち

への働きかけの変化が対人認知l発遣にどのような1量刑を果

たしているか等を報告し、対人関係の発達I~B吻の一助4こ守

ることを目的とする.

2.研究方法

u.隙害児レクリエーション教室(つくしんぼ教家)の概要

①目的

・陣容を持った子どもたちが、放課後のひtときを共4こ楽

しく、豊かに過ごす.

・生活 水泳・音楽あそびー休操・リズムあそび・絵両製

作あそび・臼然などを楽しみながらEまかな休験を持つこ

とにより、 Fどもの心身の成長発遣を促す.

・子どもー綴 指導者の三者が共に協力しあい、励ましあ

い、お互いの成長を高め合う.

@対象

小学生(陣容を問わず)

@クラス編成

1クラス 15人とし毎年募集する. (持ち上がり式}

@内容{通年)

火曜日 14: 00~14: 号O おやつ

14 :開~-16: 00 水泳

水曜日 14: 00~14: ちO おやつ

14 : 50~ 16 : 00 リズムあそび、音楽あそび、

絵爾製作あそび

木曜日 14 : OO~ 14 : 50 おやつ

14:50~16:00 水泳

土曜日 13:30~14: 苅体操

(子どもたちは、下校時間にあわせて一人が週三日参加し

ている}

⑤場所

福岡市立障害者スポーツセンタ一

回.調査IlJIrm
・昭和61年12月九昭和63年1月

・毎週水曜日のリズムあそびの実施時(24岡)

{ただし、 7才児については入学時が異なるため.出席同

数に差がある. 1O~18悶)

回.対象児

つくしんぼ教室水E韓日参加者21名中、参加率ち0%以上の

子どもについては表 1の通りである.また学校・学年別の

ようすは表 2の通りである.
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表 1.対象児について 表 2.学年・学校別

替号 1 2 ヨ 4 空5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 31 

10 氏名 A B C E F G H J K L M 

8 8 8 年齢 10 9 9 8 7 7 9 8 7 7 

努性 別 男 男 男
l 男A 

男 男 男 女 男 男 男 E 
障害名 A A A A A A M M M M 10 D 

I.Q. 30 * * ホ 3ち * * * * * 傘努出ト一一一一

!一8学1一校日率一名% 
イ イ イ ロ ロ ロ J、ロ J、ロ ロ ロ

ヨョ58 100 91 66 83 92 80 79 58 76 I 91 
」ーー

¥養護学校
イ

学年¥、¥¥
ロ J、

トー一一一一
4 年 1名

3 年 2名 1名

2 年 ち名

年 13名11名

(昭和 62年度分}

9.プログラムの概要 国.記録方法

参加者数や参加状態によって、その日のプログラム内容 チェックリスト(表 4)を作成し毎週終了後すぐ記録し

ゃ流れは変化したが、毎聞の基本的指導内容をまとめると た. (チェックリストを作成するにあたり、大島仰の音楽

表3のようになる. あそびチヱクリストを基に、障害児とリズムあそびをして

全休を通して大きい動きと小さい動き、緊張と弛緩の流 いる時の行動を分析し組み立てた)判断の基準は、完全に

れがくり返されるよう配慮している. できた(@)、だいぶできた (0)、少しできた(.d. )、

子どもたちは教室への参加により、充分発散して帰宅で できない (x)の4段階とした.チェックリスト記録k共

きることを第一のねらいとする。またチエヅクリストの各 に文章、写真 VTR記録も行った。

領i場を休験させながら、常に母子分離、対人関係の広がり 図 1はリズムあそびチェックリストを@3点、 02点、

をUI助し社会参加へのカを養う. ゐ 1点， x 0点の点数で合計しグラフにしたものである.

表 3.プロプグラム

時 mll 内容 | 目的 | 備 考

14 :ち01自由あそび |遊具を使う場合は、自分て用具 1.子どもの心身の状態を観る |一人、母親

室からだす 1.遊具の使い方、対人関係の観察|リーダ一、友達と

15: 001あいさつ 『手をつなごう」のうたにあわ l一人一人の参加のしかた

せて、集まる。 1.自分から参加する

.・.
全員で...・

lち:10 1リズム運動 ピアノのリズム(J、P、点、

J 、βなど)にあわぜて部屋の

中を自由に歩く.

-リズムを感じてからだで、表現|母親t.一人で.友達と

する.

・母子分離して動く.

lち:201手あそび |グーチョキパー 1 .模倣ができる l座りながら、

(資料 I参照) 1 うたいながら、手あそびする. 1リーダー対母子で

i5";'3oT走る 1"r ヨーイドジ;ーモ走五了テジテt..:ー忌ι長~伝吾討がす:................r.O' j → 10 
----------------------_._-_._-----~_... .............. ーー'ー

ンする 101 → 10 
子どfも(友達と二人づっ)母親

lち 40 Iセッセッセ 季節の款をうたいながら、二人 1.相手を意識し、相手と協力する|座りながら、

で向かいあって、打ち合せる. I 母親→リーダー→友達と

lち:451フォークダンス 1rすてきな友達J (資料2参照)1・パートナーチヱンジによりいろ| ・ム 母続、

Iキンダーポルカ J(資料ヨ参照)I いろな相手と協力する. 1 11.ヲ リーダー、友達

lち:551あいさつ 『トントントンひげじいさん J 1・誰とでもあいさつて・きる.

の手あそびをして IきようならJ1 .ことば、握手、おじぎで表現.

.・.

...・
3.結果及び考察 もは床に寝転がったり、棚の中に横になったり、走りまわ

表与は参加率50%以上の子ども 13名を対象にしたチェッ ったり、泣き通しだったりで母親に連れられての参加であ

クリスト記録結果のうち、 1回目と最終聞を抜き出し、ま った.しかし24回目では 3名を除いた10名が自分から進ん

とめたものである.(リズムあそびは図 2の部屋で行った) で参加できた。この 3名のうち 1名はグループから陥れて

阻. rA参加について j は 1回目のリーダーの始める声か ウロウロしたり、カーテンにぶら下がったりの状態から、

けに、自分から参加できたのはダウン症児 1名、名前を呼 母親やリーダーに声をかけられたり、追いかけられたりを

ばれて参加したのは精神遅滞児 1名であった .11名の子ど 楽しむようになった.他の 1名はグループに遅れての参加
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表4. リズムあそびチェックリスト (@できる 0だいぶできる A少しできる ×できない)

項 臼 トートート-1一一十一卜

;砲l朝暫詰詰主E午山1干山岨』f
広益LU品山j主J品品之1旦孟r担2?完主r出山益益プ辺立出;τ三主3Tf庁忠j?ち?忠剖叫吋;d;パ止斗it主:ii主ii記;ii:ji一;;三5三:子子手F;子子子j22一;ι.

101* }>}lのリズムで
動I'VI

‘ 動くことが

111両足とぴが
ト十一一一一

121片足とびが

j ;. 
71 王ト隠の前年 同時に行うことがで

i:::J;;戸:山 間1二二
;:止;:ことJFMll 川

au 
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l司1 リズムあそび評価真

1501 1
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I~O 

130 

120 

1101 1 1!16 

1001 1961 1 11196 

90 骨t

~~ 1 1 1II 701 701 I11 111 1 1 7~ 万
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のため、母子分鍛ができていない.しかし途中 3~4 問失

禁のためトイレへ行った行動はなくなった. 1名はいつも

マットレスの上にいるが、言葉かけに対し笑顔で参加する

ようになった.

集合に要する時間も短くなった.初めは声かけや『手を

つなごう jのうたを 2番まで2固くり返しうたっても(3 

分)輸になることができなかったが、今では声かけのみや

1番を 1問うたっている問(1分弱)に、揃うようになり

ー絡にうたう子供が出てきた.

困. I Bリズム運動 Jはピアノに合わせて自分の感じたま

まを、身体で表現する運動である.初めはピアノが鳴って

も棚の中に寝転んだり、マットレスの上にいたり、窓やカ

ーテンにぶら下がったままの状態で、音を聞くだけの参加

が7名、泣きながら母親と歩いている子ども、母親により

つかて歩く子どもが 3名.母親以外のリーダーや友達の母

親と歩けた子どもが 2名であった.しかし回数を重ねると

と11名が母子分難して動くことができ、リズムに乗って身

休で表現できるようになった.

回 rc手あそび 16、二人で向かい合って手をたたきあ

ヲ Jは歌に合わせて二人組でセッセッセをする.これはま

ず母観とできるようになり、次にリーダーや友達とできる

ようになった.初めは手を自分の胸の前で備えて打っても

らうことを楽しんでいたが自分から相手の手を打ったり、

また 21".(ダウン症・自閉症}は部分唱しながらできた.

9. roリズムダンス Jはフォークダンスの曲をパターン

を少なくして踊っている.二人で手をつないで歩く、向か

い合う、パートナーチェンジをするなど、リズムに乗って

動く.初めは参加しないで見ていた子どもが4名、遂げた

子どもが 7名、母綴と E鳴った子どもが 2名であった.最近

は全員がリーダーと踊ることができ、友達と踊れる子ども

が8名になった.また踊っている時の表情に笑顔が見られ

るようになった.

回. r E行動2ち、友達の動きを見ることができる Jは注目

し続けられるのは 2名{自閉症児、ダウン症児}である.

8名はグループと同じ行動をせず、雌れて自分の行動をし

ている.しかしその状懸でも人の動きを見ていると推察で

凶2 リズムあそびのへや{陣涛者スポーツセンター小体育館}
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きる.それは雌れた場所でグループと同じ動作をして参加

していたり、 r 26.自分の番を待つことができる jでの自

分の番には参加したり、正確に動けるなど場面が見られた

からである.

f 27.非言語的交涜 Jでは初め、全員母子分権できずタ

ウン症の 1名を除いた 12名古人、リーダーに拒奇反応を示

していた.しかし今ではケンカする子ども、友達を追いか

ける子ども、世話をする子ども、リードしてあそぶ子ども

などさまざまな場面がみられ、大人から子ども同志へと広

がりが見られた.母子分継できない 1名も、時々母親から

破れて部屋の中の探検を始めるようになった.

r 28.言語的交涜』では初めにリーダーと話をすること

ができたのはダウン症児 1名だけだった.最近ではリーダ

ーが話しかければ答えられるのは 6名になった.これは無

発語状態から不明瞭ではあるが返事、あいさつができるよ

うになった.この中の精神遅滞児 1名は単語が増え、子育

も明瞭になってきた.また 2名(自閉症児・ダウン症児)

は2語文である.

f 29.指示を理解する J r 30.役割分担を意識して行動

できる J 2名は母親の指示でしか行動できないが、 4名は

リーダーの言葉の指示のみで行動した. 7名はリーダーの

言葉、動作、至近距擁での指示を必要とした.

f31.リーダーシップがとれる 1ではダウン症児 1名が

どの場面においてもリーダーになり行動している.これは

非指示的場面では自発的に、指示場面は理解しての行動で

あった.

国.以上の行動を障害別にみる.

自閉症児群 fA参加 Jでは自由にあそび、集合の両場面

で寝ていたり、走りまわったりの状態から、集合の合図で

自分から参加するように変化した.しかし 1対 1のあいさ

- 18-



つで自分の番が終わるとまた元の状態に戻ることが多い.

r Bリズム運動 Jはどアノのリズムに合わせて最後まで

表現できるようになったが、ほとんど一人で動き、母親、

リーダーから友逮への広がりがみられない.友だちと手を

つないで歩く場i爾では拒斉反応から受容への変化はみられ

るが、すぐ一人になっていた。

r C手あそび JはこFあそびの技術は全員達成度は高い.

しかし厳後までリードしてくれる相手の場合、最後まで共

同運動はできるが、協力関係を要する友達とでは成立が困

難である.しかし逃げずに最後まで友達と向かい合ってい

たなどの変化はみられた.

r Dリズムダンス j は7名全員母親とー絡でもすぐ逃げ

ていたが、ち名はパートナーチェンジができるようになり

誰とでも踊れるように変化した.

rE行動 j では一人での行動場面が多かった.人に関心

を示すことにより、物への関心度が高く、床の木目、ナー

スコールボタン、電話機、水道などに興味をもって行動す

る場聞が多くみられた.しかし電気のスイッチを消す友達

をつねったり、オモチャを取られまい左もめたりなど非言

語的交流の変化はみられた言語的交流 Jでは 3名に発

誌があるが 2名はリーダーはの返事ゃあいさつでありこの

中の 1名は部分的に歌が出る.他の 1名は 2語文が出てい

るが抑揚の欠如や時々場面への不適切な言語が見られた.

I 指示を略解すること j では言語指示、動作指示、指示す

る距雛、指示内容などの研究不足がみられ今後の課題とす

るが、この評価表からは指示の理解、役柄分拠の意識の評

価は高い.これは毎恒l悶じ流れの中でパターン化された涜

れへの自閉症児の図執性からではないかと推察される.

全休にグループの中では友だちの受容への変化はみられ

たが、孤立した行動が多くリーダーとの関係から広がらな

い.またグルーフ"の流れの中で部分的参加が多く見られ、

これは薮内らωが『社会的孤立状態の自問児にとっての社

会 (I~認知の困難さ l を述べているが、グループ全体の流れ

を杷握する力の欠乏の表れと思われる.

評価表によればA.B.Cの各領域での技術の達成度は

i奇いが、それは比例しての対人関係の発達が見られない.

!裂回@が『自閉症児の身体運動感覚は他者志向的情動へ

と発展されず自己の身休内部にとどまる 1 と指摘している

が、技術の達成感、満足感をどのように他者志向的情動へ

発展させるか、プログラムの内容などの研究課題である.

凪.精神遅滞児群 rA参加 j ではリーダーから名前を呼ば

れての参加や母綴に連れられての参加であったが、 2名は

一人で進んで参加できるようになった.またあいさつの場

而では、最後まで全員が座っていることができた.

Iリズム運動 j 藤永側らが精神遅滞児は『身体の発育や

諸機能(休絡、権力、平衡性、柔軟性、その他}が著しく

劣る j と述べているが、 4名の精神遅滞児にもリズム運動

のバランスの悪さ、堅きが見られる.しかし 1名は友達関

係への積掩的行動がみられ、後の 2名も相手からの働きか

けられれば楽しそうに・絡に歩いていた.参加問数の少な

い1名は母子分躍がむずかしくこの場面に参加したりしな

かったりの状態である.

rC手あそび」では指先の技巧性は自閉症児群より劣る

しかし4名中 2名は友達と、 2名は手あそびせず母親によ

りかかって歌を楽しんでいる.これは手の先や指先の細か

い動作が困難なことと、参加する意志の欠如によるものと

思われる.

rDリズムダンス j では技術の達成度に困難きがみられ

るが、 2名は共同運動する意志があり友だちと踊れたが、

後の 2名は立ったままである.しかしリーダーと踊ると少

しは動いた.パートナ」チェンジでも 2名は積極的に、 2

名はされるがままに動いた.

r E行動 j対人関係のよい 1名は友だちの動きを良く見

ている.口蓋破裂のため発声はするが言語表現が難しい.

対人関係で積極的行動がみられる他の 1名は弱視のため 1

m以内での行動しか見えない.その結果、いつものぞきこ

むような動作が多い。また学期初めなどの生活リズムが変

化する時期、友だちをぶつ攻撃的行動がみられたが、 Jjt語

がI普加し、発音が明瞭になってからは、その行動が減少し

た.また大声で音程やリズム感のよい歌をうたう.

参加回数の一番少ない 1 名は領峻A~Eのどの場而にお

いても母子分権できず、何恒lも失禁する状態であった.

藤永00が『新しい場面、新しい友達への緊張感、不安、

興奮が非社会的行動の表れ Jと述べているが、この行動は

すでに雰閥気のできたグループへ遅れて入ったことへの不

安感、緊張感の表現であると思われ、聞を璽.ねるうちに、

失禁がなくなり、時々ー人で部屋の中を探検し始めた等の

変化からも推察できる.

全体にグループの中で、この 1名を除いた 3名は対人関

係に発達がみられた.

国.ダウン症児君事 rA参加Jは友達を誘つての参加や母績

との参加である手をつなごう Jをうたいながらの参加

ができるが、発音の不明瞭さと音程の狭さがあり、こらは

精神障害からと思われる.

r Bリズム運動 j では技術の達成度はあるが動きの滑ら

かさにかける.日暮ら00が『ダウン症の筋緊張の低 F、関

節可動域の異常さからの運動機能発達の遅れ Iを説いてい

るが、リズム運動での身休表現の硬さはこれをあらわすも

のであると思われる.

rC手あそび J 1名は友達をリードしてのあそびだが、

他の 1名は母親とのことが多い。参加回数の少なさからと

恩われるが、母親から綴れて友達に働きかげている場隔が

時々見られるようになった.

rDダンス J 1名は自分から友達を誘ってパートナーに

なる場面が多い.しかし臼閉症児を誘ってf(!否された時の

対応に柔軟性が見られなかった.

rE行動 Iでは 2名とも対人関係はよい. 1名は常に友

達をいたわり助ける場面が多く見られ、時にはテレビや学

校の場面をおどけて再現してみせたり、意のままにならな

い時に怒ったりなどの場面が見られる.他の 1名はおとな

n
ヨ



地械で行う必要性がある.

深Ll!()事は『音楽リズムあそびを通じて共有続験をするこ

とによって、育やリズムを共有したり、仲間との関わりの

中での個性の刺激し合いの大切さ j を、また山口は仰天野

(15)の日常の活動におけるリズム訓練の後に続く学習への貢

献度 j を支持している。

障害児レクリヱーシヲン教室の子どもたちの集団や、集

団の中の個性を大切に、リズムあそびを過して楽しさの休

験をしながら、子どもたちの成長発遣を援助していくもの

である.そのためにはチェックリストの再検討や前に述べ

た課題などを、今後の研究課題在する。

グーチョキパーで何つくろう{フランス民謡)

遊び方

<歌> <手の動かし方>

(])グーチョキパーで・・両手でグ一、チョキ、パーをし、

グーチョキパーで くり返す.

ωなにつくろう・ 手のひらを顔の横でリズムに合わ

なにつくろう せて左右に動かす.

。)右手はチョキで人 ー右手でチョキをする.

(4)左手はグーで.......左手でグーをする。

(5)かたつむり .• • 右手の甲に、左手グーをのせて、

かたつむり かたつむりを作る.チョキの指を

かたつむりの角のように動かす.

[その他の例]

右手。・左手切ー(ボクシング、肩たたき、スーパーマン)

右手~.左手ψ {チョウチヨ、拍手、うさぎの10

右手穆-左手穆 {かに、はさみ)

*グー、チョキ、パーの組合わせで何がつくれるかを問

いかけ、親子で相談したりする.子どもたちからでてきた

ものを取りあげ、レパートリーを増やしていく.
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国.図 3では今まで述べてきた友達関係を図にしたもので

ある.この図から自閉症児同志の撰択実線はない。 V8の

排斥点線ほ電気を消しては V3につねられたり、身体が小

さい放に VIOの攻懲の的』こされたり等のため、姿を見ると

排斥的行動を示した.V 10の採択実線は V8はの攻懇的行

動の減少f妻、抱きつく好意を示す行動に変化したものであ

る。しかしV8は不快な表情で立っているのみであった.

このように初めはまったく対人関係が成立していなかっ

たグループに、 f豊かではあるが対人関係の発達変化がみら

れた.

4 終わりに

降得兜の社会参加へのUl助主しては制度上、昭和ち 3年

f中程度の降客児の幼稚間保育開への受け入れ Jや昭和5

4年『糞護学校の義務制、そのf去の交流教育、統合教育へ

の流れ!など、健常児の中への障害児受け入れの方向に動

いている。

しかし地域社会においては公民館活動、子ども育成会活

動、その他の受け入れはこれからと思われる.

降寄児のあそぶ機会や均所などの受ItsIl作り左平行して

隙害児の社会性、対人関係発達への媛助が、家庭、学校、

しいが人なつこくパートナーチェンジも抵抗なくできた.

チヱックリストから 2名の差がみられるのは年齢、参加回

数、 1Q 、環境によるものと思われる。

全休にみると年長のダウン症児を，t，心に対人関係(友人

Illl係)が発達してきた。
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自閉症

精神遅滞

ダウン症

撰択実線

排斥点銀

V2 ~V8 

V9 ~ VI2 

VB. Vl 

友達関係図図3.



動きの説明

(隊形 二人組で向かい合い自由に広がる)

(1).右手と右手で縄手をし、上下 3閏軽く娠る (4呼悶)

ω.胸の前で拍手を 3岡行う ( 4呼悶)

(3). お互いの左肩を右手で 3問聴くたたく。

次4こ、右肩を左手で 3恒l軽くたたく。{8 ~f.悶)

ω.両手をつないで右まわりをおこなう (8呼悶)

(5). (のと同様に左まわりを行う { 8呼問}

(6) .プロアムナードポジションをとり、好きな方向へスキ

・ソプで移動する.最後は新しいパートナ←と向かい合う

{ 3 2 ~f.悶}

以上をくり返して行う.

資料 3 キンダーポルカ

J =: 126 

(3). (l)~ωの動きを繰り返す. { 1 6呼問)

ω.お互いに手を離し、両手で自分の膝を 1問たたき、胸

の前で 1図拍手行い、相手と手のひらを合わせるように

3問たたき合い、 1呼間体む{8Df問)

(5). (のの動きをもう一度行う{8呼問}

(6) .両手を取り合い、両足で軽くその場とびを 3回行い、

1呼間休む{4呼間}

σ，. (6)の動きをもう一回行う{4呼問)

(8) .両手を取ったまま、その場を一周まわる。慣れてきた

らパートナーチェンジを加えて行う{8呼悶}

以上をくり返して行う.
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